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奈 良 女 子 大学21世 紀COEプ ロ グラ ムNewsLetterNo .13

2007.12.31

奈 良と古 代
古代日本形成の特質解明の研究教育拠点

共同シンポジウム都城制研究集会 第2回

「■ 古代都城 と条坊制 一下三橋遺跡 をめ ぐって一 報告 ■r

◆都 城 制研 究集会 第2回 一・"冒 一」 一・一一・一 騨一一一一

古代都城と条坊制一下三橋遺跡をめぐって一1'「

2007年12月15日 仕)10:00～18:00」

於:本 学 理 学 部G棟1階G101号 教 室'「 一

※科学研究費補助金 基盤研究(B)「東 アジアにおける難波宮 と1

古代轍 の国際的性格に関する船 研究」(研 究徹 者 ・積山 ∴ 一

◇熱 欝 噸 講∵ ∵ 「・冤 邑㌧1話
◇下三橋遺跡の調査成果 とその意義 唱

山川均(大 和郡山市教育委員会)LO一

佐藤亜聖(元興寺文化財研究所)討 論の様子

◇平城京左京 「十条」条坊の位置づけをめぐって 推進すべ く行 っているもので、本COE拠 点の他、都
一条里との関係および羅城門造営年代の再検討一 城遺跡発掘 に携わる機関に基盤を置 く2つ の科学研

小澤毅(奈 良文化財研究所)究 費補助金による研究グループと連携 して開催 して

◇平城京左京南辺特殊地区を考える います。
一下三橋遺跡の調査の成果を分析するにあたっての疑問点・留意点一 第2回 目となる本研究集会では、平城京左京の 「十

井上和人(奈 良文化財研究所)条 」遺構が発見 された、大和郡山市の下三橋遺跡に

◇京の成立と条坊制 吉野秋二(奈良女子大学)つ いて検討を加えました。

◇中国都城の方格状街割の沿革 と日本都城 午前は舘野和己氏による論点の提示に続いて、山

妹尾達彦 仲央大学)川 均氏 ・佐藤亜聖氏による下三橋遺跡の調査成果の

◇ 司会 舘野和己 ・積山洋 ・林部均 報告があ りました。両氏は平城京が南北十条で計画

都城制研究集会は、古代都城の検討 を各地の都城 され、730年 頃までに九条に改変され、十条廃絶後に

遺跡の発掘調査 を行っている機関や研究者とともに 田畑 とな り、その後大和統一条里が施工 された との

見解 を示 されました。午後 には小澤毅氏 と井上和人

氏の報告があり、平城京造営以前 に統一条里が施工

され、平城京は当初か ら九条で設計 されたとの見解

が出されました。吉野秋二氏は文献史料か ら、721～

737年 には南北九条 となっていたことなどを指摘 しま

した。妹尾達彦氏は多 くの都城の事例 を検討 しつつ、

東アジアの方格状街割について、新たな征服者が新

たな土地に都城 を建築 した結果であるとの報告 など

があ りました。

最後 に討論が行われ、報告者 らによる活発な意見

の交換があ りました。関心 も高 く、約150名 の参加者

会場の様子 を得 ました。
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「■ 国際シンポジウム 古代文化の服飾史一朝鮮半島から奈良へ 報告 ■「
岩 崎 雅 美(大 学院人間文化研究科教授)

ロ ニ　
◆盤 糟 認ヒ翻 讐 から奈良へ一 炉

,1{抽 静1
於 、本学A棟1阻 活麟 学部会謎;1、1"二 町 、濯 ・i

※奈良女子大学古代服飾研究会主催

・第1部 〈研 究 会 〉(10:00～12:00)一

◇ 小 袖 文様 にみ る奈 良 岡松 恵(奈 良女子大学)卜 ・・一 一'

◇摺 りを用いた衣に関する一考察L幽 置'一

楢崎久美子(広 島女学院大学)国 際シンポジウムの様子

◇神像の服装 馬場 まみ(華 頂短期大学)左 から岩崎氏・田中氏・姜淳弟氏・全舷室氏

◇司会 片岸博子(鹿 児島県立短期大学)第 一部 の研 究会 で は本学 の院生 や卒 業生 に よる研

・第2部 〈シンポジウム〉(13:30～16:30)究 発 表が行 わ れ ま した。第二部 は国際 シンポジ ウム

◇布 ・維 ・綿(真 綿)を 中心 に した対 日関係 にお け で 「布 ・絶 ・綿(真 綿)を 中心 に した対 日関係 にお

る渤海の衣料 姜 淳弟(韓 国 カトリック大学校)け る渤 海の衣料」 の発 表 では、姜淳弟氏 と全妓 室氏

全 妓室(韓 国 カトリック大学校)が 韓 国か ら参加 して下 さい ま した。姜氏 は以前 に外

◇通訳 黄貞允(韓 国釜山大学校/韓国伝統服飾研究所)国 人研 究 員 と して約1年 間本 学で研究 され た方 で、

◇正倉 院に伝 わる作業着 この 国際 シンポジ ウムが機会 となって再度本学 を訪

田中陽子(宮 内庁正倉院事務所)問 されま した。正倉 院事務所 の 田中陽子 氏 は、 今年

◇垂領 ・大袖の衣 を着 る人 々 度の服飾 の出陳 品 につい て詳 しく紹 介 して下 さい ま

岩崎雅美(奈 良女子大学)し た。時 間 を延長 して活発 な議 論が行 われ ま した。

◇司会 相 川佳予子(奈 良女子大学く元〉)出 席者 約40名 。

「■ 連続公開講座&シ ンポジウム 古代観、何が変わったか 報告 ■F

l芦 鑑 編灘 .命 章二3 ,
∴ 鍵 難饗 紐'嚇1穿 斯"炉 イ{

宮地肝(奈 良好 大学)"塊 、

灘 瀦 器二難i髄 纈 ド∫一」'.㌔ 吻
内田和伸(奈 良文化財研究所)シ ンポジウムの様子

◆ シンポ ジウム 自給 自足的古代 イメージの解体 今 回の連 続公 開講座 とシ ンポ ジウムは、 これ まで

2007年12月2日(日)13:00～17:00の 本学COEの 研 究活動 成果 を、市民 の方 々に報告 す

於:本 学F棟5階 会議室 る とい う目的で 開催 され ま した。1週 間連続 で開催

◇古代観の転換 に向 けての一考察 され た公 開講座 には、連 日40名 前後 の出席が あ りま

広瀬和雄(国 立歴史民俗博物館/COE特 任教授)し た。 また、後 日行 われ たシ ンポジ ウムで は、弥生

◇ 「自給」 しない弥生社会 時代 が高度 な分業社 会で あった こ とが報告 され、 こ

大久保徹也(徳 島文理大学)れ までの 自給 自足 的 なイメー ジで捉 え られ て きた弥

◇網野善彦 的古代像再見 小路田泰直(奈 良女子大学)生 社会像 の見直 しを図 るべ きで はないか とい う提 案

◇司会 小路田泰直(奈 良女子大学)が な され、活発な討論 が行 われ ま した。
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「■ 研究会 古事記 ・日本書紀はいかに読むべ きか 報告 ■r

◆研究会 古事記 ・日本書紀 はいかに読 むべ きか 実性 を証 明す る もので はないか と述べ られ ま した。

2007年12月22趾D13:00～17:00こ れ らの発 表 に対 し、 フロ アか らは多 くの質 問や意

於:本 学文学部北棟1階N101号 教室 見が発せ られ、活発 な意見交換が なされ ま した。

◇ 『古事記』の読み方 一神野志隆光氏の所論 によせて一'

西谷地晴美(奈 良女子大学)

◇神武天皇不在論 は科学 的か

若井敏 明(関 西大学)

◇津 田史学論 か らのコメ ン ト

本研究会で嚇 記・省驚 蟻 ζ喚 「駈 軋jr蜘' ,
諺 瑠 薪 器 亡建二可能なのかといつ一と'.言 ∴ 蒔 一 ・1
西谷地氏は、日本書紀 ・古事記の記述 を 「潤色」 圃』1'L

と 「史実」 とに分けることの不合理性 を指摘 され、 昏 ・ ・ ㌔ 團

歴史学の手法のあ り方 を問われました。若井氏は、 、 一紬 ■■1三Z

神武 東征 につい て、 その異伝 の多 さこそ、 む しろ真 左から西谷地氏 ・若井氏 ・小路田氏

「■ 研究活動報告 ■「

◆連続市民講座 「古代都市 とその周辺」 ※人文系データベース協議会後援

於:本 学コラボレーションセンター3階 大講義室 ※情報処理学会関西支部協賛

※放送大学奈良学習センター共催 ◆ 特別講演

◇ 第5回2007年10月18日(木)18:00～19:30・ キ トラ ・高松塚古 墳 の フォ トマ ップ撮 影 と画像 の

「本居宣長 と 「古事記伝』 の世界」 保 存 活 用 一埋 蔵 文化 財 写真 で のデ ジ タル 画像 と

渡辺清恵(奈 良女子大学)デ ー タベース ー 中村一郎(奈 良文化財研究所)

◇ 第6回2007年11月15日(木)18:00～19:302007年12月22日 出13:00～14:15

「敦煙 と トル ファンー辺境 の二つ の都市 一」 於:本 学文学部南棟218教室

松尾 良樹(奈 良女子大学)※ 第13回公開シンポジウム 「人文科学とデータベース」実行委

◇ 第7回2007年12月20日(洞18:00～19:30員 会主催、本COE共 催

「都城 の成立 と木簡」 舘野和 己(奈 良女子大学)◆ 研 究会

◆ シンポ ジ ウム ・奈良盆地の開発史[第8回]

・正倉 院文書 の国際 的 ・学際 的利用 ◇ 文献か らみ た律令 期以前の地域開発

2007年11月10日山 舘野和 己(奈 良女子大学)

於:大 阪市立大学文化交流センター ◇ 司会 宮路淳子(奈 良女子大学)

※正倉院文書研究会主催、本COE共 催2007年10月20日(土)10:00～12:00

・古代 の服飾文化 一朝鮮半 島か ら奈 良へ 一 於:本 学文学部南棟2階S225号 教室

※詳細は本誌2頁 ・奈良盆地の開発 史[第9回]

・自給 自足 的古代 イメージの解体 ◇GISに よる古墳 時代 集落の解析

※詳細は本誌2頁 六車美保(奈 良女子大学)

・古代都城 と条坊制 一下三橋遺跡 をめ ぐって ◇ 司会 宮路淳子(奈 良女子大学)

※詳細は本誌1頁2007年11月17日 仕)10:00～12:00

・人文科学 とデー タベ ース 於:本 学文学部南棟2階S225号 教室

2007年12月22趾D10:00～18:20・ 古事記 ・日本 書紀 はいか に読むべ きか

於:本 学コラボレーションセンター ※詳細は本誌3頁

※第13回公開シンポジウム実行委員会主催、本COE共 催
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◆連続講座 ◆COEサ ロン

・古代観 、何 が変 わったか 於:本 学本部棟3階 第2会 議i室

※詳細は本誌2頁 ◇古代都市 と仏教 宮地明子(奈 良女子大学)

◆国際講演会2007年10月10日(加16:30～18:00

◇砂漠考古 と居延漢簡 魏堅(中 国人民大学)◇ 密教 的空間の形 成 について

◇通訳 徐光輝(龍 谷大学)斉 藤恵美(奈 良女子大学)

◇司会 相馬秀廣(奈 良女子大学)2007年11月7日 困16:30～18:00

於:本 学F棟5階 大学院会議室 ◇ 都市 と条坊一 京職 の運営形 態 と京戸 管理 について

※科学研究費補助金 基盤研究(A)「高解像度衛星データによる 宍戸香美(奈 良女子大学)

古灌概水路 ・耕地跡の復元とその系譜の類型化」主催2007年12月21日 〔水)15:30～17:00

■■ お知 らせ ■■

◆研 究会 「古墳 時代像再構築 のために」

2008年1月26日 仕)14:00～17:00於:奈 良女子大学文学部北棟1階N101号 室

報告者:広 瀬和雄氏(国 立歴史民俗博物館/奈 良女子大学COE特 任教授)

趣 旨:「 記紀 』が対象 と した 「大化前代 」、前方 後 円(方)墳 が5200基 つ くられつづ けた古墳 時代 、そ

れ を体 系 的に把 握す るため には考古 学 と文献 史学 は どの ように向 き合 っていけばい いのか。新 しい古墳

時代像創 出のために考古学 の立場 か ら問題提起 をし、文献 史学 との議論 を深 めてい こう(広 瀬)。

*参加申込不要、無料です。

◆ 国際 シンポジ ウム 「古代東 アジアにお ける"都 市"の 成立 」

2008年2月16日 仕)・17日(日)於:奈 良女子大学文学部南棟2階S218号 室

第1日 目2月16日 仕)13:00～17:15

・東 アジアにおける初期都市論 の現状 と課題 宮路淳子(奈 良女子大学)

・伽耶地域 における都市 の成立 と展 開 朴天秀(韓 国・慶北大学校)

・百済 における都市 の成立 ・風納土城 の調査 か ら 申鐘 國(韓 国国立文化財研究所)

・ベ トナムにおける古代都市 の発展TONGTrungTin(ベ トナム社会科学院考古研究所)

第2日 目2月17日(日)9:00～15:00

・中国における初現期 の都市 一都市形成 の4段 階 岡村秀典(京 都大学人文科学研究所)

・日本 における都市 の初現 一纏 向遺跡 の調査 か ら 橋本輝彦(桜 井市埋蔵文化財センター)

・弥生 時代 におけるく都市 〉成立 の可 能性 一北部九州 、特 に比恵 ・那珂遺跡群 を例 として一

久住猛雄(福 岡市教育委員会)

・総合討論 コーデ ィネー ター:寺 澤薫(奈 良県立橿原考古学研究所)

*参加申込不要、無料です。

◆COEの 行事予定 に関 する最新の情報 は下記 ホームペ ージ をご参照 ください。
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